
れ
、
そ
の
隣
り
の
地
下
に
、
と

て
も
楽
し
い
ラ
テ
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ａ
」
ミ
カ

エ
ラ
（
生
田
区
山
本
通
三
丁
月
帥
ト
ー

ア
ハ
イ
ッ
Ｂ
１
雷
〈
２
４
１
〉
五
○
二
三
）

が
、
九
月
九
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。

附
米
チ
リ
の
海
軍
出
身
の
ダ

ゴ
ベ
ル
ト
・
メ
リ
リ
ャ
ン
さ
ん

が
、
神
戸
の
女
性
と
結
蝦
し
て

三
年
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
「
エ
ル

マ
タ
ド
ー
ル
」
な
ど
で
も
お
な

じ
み
だ
。
真
白
い
砿
に
カ
ラ
フ

ル
左
ポ
ン
チ
ョ
の
テ
ー
ブ
ル
の

宅
内
。
ソ
ン
ブ
レ
ロ
の
腰
に
拳

銃
、
ギ
タ
ー
片
手
に
、
廿
く
情

熱
的
な
歌
を
奏
で
る
。
一
五
○
曲

は
ラ
テ
ン
ナ
ン
パ
ー
Ｏ
Ｋ
・
チ
リ
ー
フ
ー

ズ
４
５
０
円
パ
リ
ー
風
サ
ラ
ダ
５
０
０

円
、
ク
イ
ム
ラ
ン
チ
３
５
０
円
、
チ
ャ
チ

ー
ミ
カ
エ
ラ
３
０
０
円
、
膝
ｌ
深
夜
シ

ョ
ー
ク
イ
ム
Ｆ
Ｍ
７
・
帥
よ
り

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
」
と
の
こ
と
。
二

年
川
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
充
実

し
て
き
た
。
〃
蝦
夷
″
で
あ
る
。

☆
私
の
家
は

あ
な
た
の
家
デ
ス
ノ
．

ト
ア
、
ロ
ー
ド
の
東
天
閣
北

隣
り
に
「
伽
廊
」
と
い
う
新
し

い
イ
ン
テ
リ
ア
ル
ー
ム
が
生

一周年を迎えた蝦夷

戸
の
名
に
恥
じ
な
い
本
格
的
な

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
、
店
の
ス
タ
ッ
フ
は

常
に
勉
強
を
怠
た
ら
な
い
。
だ

か
ら
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
（
Ｐ
Ｍ
５

・
叩
ｌ
９
ｏ
Ｕ
に
は
腕
に
よ
り

を
か
け
た
素
晴
し
い
メ
ニ
ュ
ー

が
揃
ぶ
。
エ
ス
カ
ル
ゴ
、
フ
ロ
ッ

グ
レ
ッ
グ
（
食
用
蛙
）
な
ど
も
あ

り
、
サ
ラ
ダ
に
は
ダ
リ
ア
特
製

の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
つ
く
（
持

ち
帰
り
も
で
き
る
）
・
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
（
Ａ
Ｍ
ｕ
・
叩
Ｉ
Ｐ
Ｍ
３
・
叩
）

に
は
Ⅲ
変
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
（
２

☆
本
格
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
が

味
わ
え
る
〃
ダ
リ
ア
〃

そ
ご
う
別
館
外
商
部
地
階
の

〃
ダ
リ
ア
〃
は
、
シ
ッ
ク
な
ム
ー

ド
と
冴
え
た
セ
ン
ス
の
ス
テ
キ

な
レ
ス
ト
ラ
ン
。
一
人
で
も
多

く
の
人
に
、
洋
食
発
祥
の
地
神

尚
架
の
山
側
、
テ
キ
の
店

の
す
ぐ
北
に
あ
る
カ
ク
テ
ル

ラ
ウ
ン
ジ
〃
サ
ヴ
ォ
イ
〃
は

ダ
ー
ク
調
の
シ
ッ
ク
な
イ
ン

テ
リ
ア
で
、
楽
し
み
な
が
ら

本
格
的
に
洋
澗
が
楽
し
め
る

店
。
友
達
と
、
同
僚
と
、
恋

人
と
、
そ
し
て
家
族
連
れ
で

も
い
い
の
で
す
。

●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

カ
ク
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ

サ
ヴ
オ
イ

高
架
山
側
テ
キ
の
店
北

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
三
一
－
二
六
一
五

ぴっと･ いん

衣

レストラン“ダリア

ぜひ一度おいで下さい

５
０
円
）
が
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

（
Ｐ
Ｍ
３
・
ｍ
ｌ
５
・
叩
）
に
は
香

り
高
い
伽
俳
が
好
評
。
ま
た
出

張
宴
会
も
や
っ
て
い
る
。
駐
車

場
は
そ
ご
う
の
を
利
用
で
き
る

の
で
便
利
。
雪
二
流
一
・
七
八

○
八

☆
〃
蝦
夷
″
一
周
年
を
迎
え
る

北
海
道
郷
土
料
理
の
店
〃
蝦

典
″
が
開
店
一
周
年
を
迎
え

た
。
記
念
期
間
中
、
多
勢
の
人

が
店
を
訪
れ
、
北
海
道
の
珍
味

に
舌
づ
つ
み
を
打
っ
た
。
毛
ガ

ー
ー
、
ル
イ
ベ
（
シ
ャ
ケ
の
サ
シ

ミ
）
な
ど
、
そ
の
新
鮮
さ
は
も

ち
ろ
ん
味
つ
け
も
看
板
に
恥
じ

な
い
乙
な
も
の
と
媒
ら
の
評

判
。
「
一
周
年
記
念
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

マ
ス
タ
ー
の
小
林
さ
ん
は

万
博
の
カ
ク
テ
ル
コ
ン
ク
ー

ル
で
金
賞
を
い
と
め
た
ほ
ど

の
腕
の
持
主
。
あ
な
た
の
ご

注
文
に
応
じ
た
カ
ク
テ
ル
を

何
で
も
つ
く
っ
て
く
れ
ま

す
。家

庭
で
カ
ク
テ
ル
を
つ
く

っ
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
一
度

立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が

？
。

ギターのきこえる隅気なミカエル

’
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１５００人のパスター
よたご- た作成にゴ. ノ

ィ琳騨…鍵
翁｡＝…毒ん鶴毒
“鶴= | 霧…
気灘灘料蟻蕊一
み～んなサヴォイのファンて‘､ す

☆おしゃれをしたらサヴォイで飲もう／

カクテルラウンジ
ＴＥＬ3 3 1 - 2 6 1 5
高架山側テキの店北 ＩｌＷＯＹ蛍ｳ激イ

二Ｆ里と徒ロ常連

今宵意、千里をおとずれた御常連は、
オールドパーのごひいき連。女' 1 生もま
じえての和 J やかなひととき。秋の気配
が日増しに濃くなる今日この頃、ひと
きわスコッチの美味い季節です。

C 川ＳＭ１Ｏ
阪本千里

生田・東門筋東新ビル地階
壷（3 3 1 ）４７３０
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ア
サ
グ
ヒ
ビ
ー
ル
特
蹄
約
代
理
店

おいしさ力雰
口いつぱいに
ひろ力雰る……

曇戸 、

本場の味

ｓ
お
酒
の
殿
堂

塁

酒類調味食品問屋
③神戸酒類販売株式会社
本店。生田区中山手通１丁目７６

ＴＥＬ(078)321-0201(代表）
支店．西宮。垂水・兵庫

1４０

国三宮センター街サンプラザピルＢ，

!莞=皿｡訓~…一ノ

園三宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 8 . 3 3 1 - 0 5 7 2
回新開地店
ＴＥＬ５７６－１１９１

回平野店（平野市場内）
ＴＥＬ3 8 1 - 0 8 2 1

国三宮センター街サンプラザピルＢ１
ＴＥＬ３９１－３７９３

｜
’
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☆
「
コ
マ
ッ
ヤ
」
の
秋
・
冬

新
作
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
コ
マ
ッ

ヤ
が
、
九
月
八
日
、
第
十
二
回

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
舶
来

婦
人
服
地
と
プ
レ
タ
の
展
示
会

を
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
ば

ら
の
間
で
開
き
ま
し
た
。

「
応
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ロ
マ
ン

か
ら
の
出
発
ｌ
パ
リ
か
ら
貴

女
へ
」
の
テ
ー
マ
の
下
に
、
「
ジ

ョ
セ
フ
ィ
ヌ
」
「
明
日
逢
う
人
」

な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た
ヤ
ン
グ

ミ
セ
ス
調
の
フ
ン
ピ
ー
ス
や
ス

ー
ツ
、
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
瓢
点
が

紹
介
さ
れ
、
見
守
る
レ
デ
ィ
た

ち
も
研
究
熱
心
で
し
た
。

「
今
年
の
秋
・
冬
は
特
に
ク

､

;難

ツ
ク
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
場

所
は
北
野
町
一
丁
目
、
や
な
が

せ
の
真
向
い
。
「
・
比
奈
古
多
」

と
書
い
て
ピ
ナ
コ
テ
ィ
カ
と
読

み
、
イ
タ
リ
ー
語
で
小
さ
な
美

術
館
と
い
う
意
味
。
趣
味
の
美

術
骨
董
を
飾
っ
た
り
、
木
の
臼

を
テ
ー
ブ
ル
代
り
に
し
た
り
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ア
イ
デ
ィ

ア
で
、
楽
し
い
お
店
に
し
た
い

と
い
う
御
主
人
の
お
話
で
す
。

☆
ち
ん
が
ら
屋
第
四
十
回

「
珍
趣
会
」

呉
服
の
ち
ん
が
ら
屋
（
セ
ン

タ
ー
街
・
さ
ん
ち
か
店
）
が
オ

ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
生
田
神

社
会
館
４
Ｆ
大
広
間
で
九
月
十

八
、
十
九
日
と
恒
例
の
「
秋
の

珍
趣
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
能
衣
裳
を
参
考
に

し
た
古
典
的
色
彩
を
取
り
入
れ

た
の
が
特
色
で
、
色
で
着
物
を

着
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
、
帯

も
そ
れ
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に

染
め
あ
げ
た
も
の
が
多
く
、
深

み
や
渋
さ
の
あ
る
落
ち
着
い
た

色
彩
は
、
よ
り
女
ら
し
さ
を
引

き
た
て
る
で
し
ょ
う
。

神戸百店会
だより

;i鍵 H誰

震
今年のファッションに見入る皆さん

ラ
シ
ッ
ク
、
エ
レ
ガ
ン
ト
・
・
・
…

女
ら
し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
は
、
お
店
の
人
の
話
。

☆
サ
ノ
ヘ
の
〃
フ
ラ
ン
ス
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
フ
ェ
ア
〃

元
町
通
り
二
丁
目
、
舶
来
服

飾
雑
貨
の
店
サ
ノ
ヘ
が
、
十
月

二
十
三
、
二
十
四
日
、
ニ
ュ
ー

ポ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
三
Ｆ
の
舞
子

の
間
で
恒
例
の
〃
フ
ラ
ン
ス
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
フ
ェ
ア
〃
を
開

き
ま
す
。
同
時
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
も
企
画
さ
れ
て
お
り

「
皿
春
夏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

が
発
表
さ
れ
、
注
文
す
る
と
体

に
合
わ
せ
て
縫
製
、
来
春
パ
リ

か
ら
直
送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
・

見
学
希
望
者
は
、
直
接
サ
ノ
ヘ

ヘ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
Ｔ
Ｅ

Ｌ
三
三
一
’
四
七
○
七
。
開
催

時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
。
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
は
午

前
十
一
時
半
と
午
後
二
時
半
の

二
回
。

☆
十
月
中
旬
、
蛸
の
壷
が
ス
ナ

ッ
ク
を
オ
ー
プ
ン
ノ
．

「
た
こ
や
き
」
で
有
名
な
大

丸
前
日
東
館
北
に
あ
る
蛸
の
壷

が
、
十
月
中
旬
に
素
敵
な
ス
ナ

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
セ
ン
ス
の
い
い
婦
人
・
紳
士
服
飾
の

店
と
し
て
有
名
な
セ
リ
ザ
ワ
が
、
七
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
記
念
式
典

が
九
月
十
九
日
、
県
民
会
館
十
一
階
の

特
別
会
議
室
で
開
か
れ
、
社
員
と
Ｏ
Ｂ

社
員
の
慰
労
後
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
す

る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
全
員
で
誓

い
あ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
一
日
に
は
取
引
先
関
係

者
や
お
客
様
を
招
い
て
、
七
十
周
年
記

念
披
露
宴
を
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の

大
広
間
で
開
き
ま
す
。
神
戸
っ
子
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
に
も
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

★
大
丸
前
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
装
苑

が
、
お
店
で
働
く
お
嬢
さ
幻
（
ミ
セ

ス
、
男
性
で
も
可
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
年
齢
は
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で

で
洋
裁
経
験
の
あ
る
方
。
勤
務
は
午
前

十
時
か
ら
午
後
七
時
震
で
。
定
休
日
は

水
曜
デ
ス
。
詳
し
く
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
三

一
’
七
五
五
○
へ
ど
う
ぞ
。

☆
阪
神
御
影
駅
北
側
に
、
オ
ー
ト
ク
チ

ュ
ー
ル
の
店
ヴ
ィ
オ
ラ
が
、
十
月
中
旬

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な

女
ら
し
さ
を
引
き
た
て
る
モ
ー
ド
を
中

心
に
商
品
を
そ
ろ
え
て
い
く
方
針
を
と

り
た
い
と
い
う
お
店
の
人
の
話
で
す
。

よ
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
よ
り
エ
レ
ガ
ン
ス

に
な
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
見
逃
せ

な
い
お
店
で
す
。

☆
元
町
通
一
丁
目
に
あ
る
紳
士
服
飾
の

店
ウ
ネ
に
、
秋
・
冬
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
「
年
々
シ
ル
エ
ッ

ト
が
豊
富
に
な
っ
て
端
り
ま
す
か
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
わ
ざ
わ
ざ
高
い
買
物
を

な
さ
ら
な
い
で
、
ウ
ネ
ヘ
き
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
」
と
、
お
店
の
人
は
男

性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
意
欲
満
々
の
よ
う

で
す
。
神
戸
の
ダ
ン
デ
ィ
が
増
え
る
の

は
女
性
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ
と
。

☆
元
町
通
三
丁
目
、
男
性
洋
品
の
店
フ

ナ
キ
ヤ
に
、
素
敵
な
ネ
ク
タ
イ
が
あ
り

ま
す
。
馬
や
烏
の
プ
リ
ン
ト
の
ネ
ク
タ

イ
は
今
年
の
流
行
。
そ
の
他
、
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
も
の
か
ら
シ
ッ
ク
な
柄
の
ネ
ク

タ
イ
ま
で
各
種
豊
富
。
色
合
い
は
落
ち

着
い
た
秋
の
色
が
中
心
。
デ
ー
ト
の
時

あ
る
い
は
友
だ
ち
同
士
で
寄
っ
て
み
て

は
？

古典的色彩を取り入れた衣裳

１
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の
作
品
と
作
者
写
真
展
」
が
十

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

生
田
神
社
会
館
・
生
田
区
下

山
手
通
一
丁
目
十
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
三

二
一
’
三
八
五
一
・

☆
手
作
り
の
品
に
人
気
抜
群
／
、

元
町
の
入
口
、
１
番
街
に
あ

る
元
町
文
化
学
院
が
創
立
一
周

年
を
記
念
し
て
八
月
二
十
五
・

六
の
両
日
生
徒
た
ち
の
作
品
を

集
め
て
作
品
展
と
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
を
開
い
た
。

教
室
に
は
生
徒
た
ち
の
作
っ

た
人
形
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、

皮
革
工
芸
作
品
な
ど
素
人
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
の
素
晴
し
い
作

品
が
並
び
、
訪
れ
る
人
た
ち
の

１
１４２

☆
生
田
神
社
会
館
が
オ
ー
プ
ン

三
宮
の
生
田
神
社
に
か
ね
て

か
ら
建
設
中
の
生
田
神
社
会
館

が
完
成
、
九
月
十
二
日
竣
工
披

露
パ
ー
テ
ィ
が
行
な
わ
れ
た
。

地
下
一
階
、
地
上
四
階
、
総

敷
地
面
積
約
五
十
万
㎡
の
こ
の

会
館
は
総
合
結
婚
式
場
ほ
か
各

種
催
し
会
場
と
し
て
巾
広
く
利

用
で
き
る
。
ま
た
二
階
ロ
ビ
ー

に
は
小
磯
良
平
画
伯
、
水
越
松

南
画
伯
ほ
か
の
絵
が
三
十
余
点

展
示
さ
れ
、
市
民
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
そ
う
。

開
館
記
念
行
事
と
し
て
「
観

世
元
正
」
「
能
登
御
神
事
太
鼓
」

（
９
月
廻
日
）
、
宗
教
講
演
会
・
山

田
無
文
、
西
山
徳
（
９
月
犯
日
）
、

献
華
祭
、
華
道
展
（
９
月
別
日

Ｉ
）
、
「
宮
城
道
雄
音
楽
碑
建
設
」

「
宮
城
道
雄
を
称
え
る
音
楽
会
」

（
９
月
型
日
）
、
黛
敏
郎
、
高
田

好
胤
講
演
会
（
９
月
躯
日
）
、

陳
舜
臣
、
筒
井
康
隆
文
芸
講
演

会
（
９
月
妬
日
）
、
表
千
家
、
裏

千
家
家
元
奉
仕
献
茶
式
（
９
月

別
日
）
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
「
文

化
勲
章
、
芸
術
院
会
員
、
芸
術

院
賞
、
人
間
国
宝
、
異
色
作
家

小
牧
さ
ん
は
京
都
生
ま
れ
、

六
十
七
歳
。
戦
前
か
ら
戦
後
へ

か
け
て
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
を
徹

底
し
て
描
き
続
け
て
き
た
、
わ

が
国
の
初
期
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ト
で
あ
る
。
戦
時
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ト
弾
圧
期
の
、
仏
教
的

素
材
を
借
り
て
の
超
現
実
絵

画
、
ブ
ラ
ジ
ル
滞
在
中
の
イ
メ

ー
ジ
か
ら
の
「
ア
ル
マ
（
精

蕊
繍

☆
重
症
児
施
設
の
危
槻

阪
神
電
鉄
武
庫
川
駅
で
下
車
し
て
、

線
路
に
沿
っ
て
武
庫
川
に
か
け
ら
れ
た

橋
を
西
へ
わ
た
っ
た
と
こ
ろ
に
、
重
症

心
身
障
害
児
施
設
「
砂
子
療
育
園
」

（
西
宮
市
武
庫
川
町
こ
の
九
）
が
あ
り

ま
す
。
今
こ
の
重
症
児
施
設
が
大
き
な

危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
入
園
児
の

三
分
の
一
を
退
園
さ
せ
家
庭
へ
帰
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
重
症
児
の
お
む
つ
を
か
え
、
ご

は
ん
を
た
べ
さ
せ
、
入
浴
な
ど
い
っ
さ

い
の
世
話
を
す
る
保
母
さ
ん
が
い
な
く

な
っ
た
か
ら
で
す
。

低
賃
金
、
重
労
働
そ
の
上
職
員
の
大

半
が
職
業
病
の
腰
痛
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
退
職
し
て
い

き
ま
す
。
だ
が
、
園
長
以
下
関
係
者
が

い
く
ら
走
り
ま
わ
っ
て
も
、
職
員
を
補

充
す
る
め
ど
が
た
た
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
施
設
の
園
長
、
職
員
と
父

母
の
会
な
ど
が
、
こ
の
実
情
を
訴
え
、

現
在
の
窮
状
か
ら
何
と
か
立
ち
な
お
る

た
あ
に
日
夜
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
ま

す
ｑみ

な
さ
ん
も
、
こ
の
施
設
の
危
機
を

十
分
に
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

自
分
自
身
と
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
当
運
動
本
部

へ
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
共
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
謹
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
と
は

誕
生
日
の
話
祝
い
の
中
か
ら
意
識
的

に
百
円
節
約
し
献
金
す
る
。
各
家
庭

で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
槻

会
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と

し
て
、
わ
た
し
た
ち
す
べ
て
が
糖
神
薄

弱
児
（
者
）
を
あ
た
た
か
く
包
む
雰
囲

気
を
広
げ
る
と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と

り
の
か
け
が
え
の
な
い
生
命
に
つ
い
て

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
年
に
一
度
の
誕
生

日
を
有
意
義
に
し
よ
う
、
と
い
う
運
動

で
す
。

延
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
館
（
郵
便
局
の
前
）

（
二
五
一
）
八
一
六
一
内
線
３
１
６

元町１番街の街頭で

目
を
楽
し
ま
せ
た
。

ま
た
、
同
学
院
の
向
い
側
、

協
和
銀
行
前
で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
も
開
か
れ
、
生
徒
た
ち

の
手
に
よ
る
作
品
約
百
五
十
点

と
賛
助
出
品
と
し
て
出
さ
れ
た

清
水
焼
の
ブ
ロ
ー
チ
、
立
杭
焼

左
ど
の
手
づ
く
り
の
品
に
大
変

左
人
気
が
集
ま
っ
た
。
バ
ザ
ー

の
二
日
間
の
売
り
上
げ
は
六
万

一
千
七
百
八
十
円
で
す
べ
て
神

戸
新
聞
厚
生
事
業
団
へ
寄
付
さ

れ
た
。

☆
元
町
画
廊
で

小
牧
源
太
郎
さ
ん
の
個
展

わ
が
国
の
代
表
的
左
シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ト
小
牧
源
太
郎
さ
ん

の
個
展
が
九
月
一
日
か
ら
十
五

日
ま
で
元
町
画
廊
で
開
か
れ
た

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動

小牧源太郎さん、元町画廊で
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カール・ユーハイム物語

電
第
一
次
大
戦
の
ド
イ
ツ
人
伴

な
虜
と
．
し
て
抑
留
さ
れ
て
以
来
、

さ
戦
災
、
震
災
の
被
害
を
ま
と
も

に
受
け
た
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ

》
謡
誹
配
軸
炉
詐
嘩
鋤
畔
吋
岬
癖

ん
の
風
味
の
菓
子
と
欧
風
な
店
の

錘
雰
囲
気
で
今
も
神
戸
で
繁
栄
を

訓
・
続
け
る
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
創
立
期

娠
か
ら
、
菓
子
作
り
に
異
常
な
執

作
念
を
燃
や
し
な
が
ら
第
二
次
大

力
戦
終
結
前
日
に
「
平
和
」
を
予

言
し
て
逝
っ
た
苦
難
の
物
語
で

山森☆中近三市★北邦’７３皆須☆第兵阪中第★オ健さデ開☆増☆古殿沖異大☆特了紅★中☆新新墨赤光ジあ☆
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ん
）
。
会
の
メ
ン
バ
ー
は
学
生
、

Ｏ
Ｌ
、
主
婦
な
ど
で
、
今
回
も

四
十
余
名
が
各
自
の
力
作
を
出

品
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
作

風
を
誇
り
、
宮
地
さ
ん
と
沼
田

か
ず
ゑ
さ
ん
（
月
見
山
美
術
研

究
所
）
の
作
品
も
賛
助
出
品
さ

れ
て
い
た
。

ロ
バ
の
会
連
絡
先
趣
七
三
二

’
六
○
六
九
谷
博
子

☆
菓
子
は
神
さ
ま
「
力
ｌ
ル
・

ユ
ー
ハ
イ
ム
物
語
」

ド
イ
ツ
菓
子
「
ユ
ー
ハ
イ

ム
」
の
創
始
者
カ
ー
ル
・
ユ
ー

ハ
イ
ム
さ
ん
の
波
乱
に
富
ん
だ

一
生
を
歌
人
穎
田
島
一
二
郎
さ

ん
が
美
し
く
描
い
た
伝
記
「
カ

ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
物
語
」
が

新
泉
社
か
ら
発
売
さ
れ
た
。

’
4３

霊
ど
「
エ
ス
ピ
リ
ト
・
サ
ン
ト

（
聖
霊
）
」
な
ど
、
最
近
の
土
俗

信
仰
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
な

ど
四
十
三
点
。
「
人
間
」
あ
る

い
は
「
生
」
を
追
求
し
た
絵
ば

か
り
で
あ
る
。

七
日
夜
、
「
ゼ
ロ
の
会
」
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
小
牧
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
て
同
画
廊
で
開
か
れ

た
が
、
絵
に
対
す
る
情
熱
、
婆

勢
も
ず
い
ぶ
ん
若
々
し
い
小
牧

さ
ん
で
あ
っ
た
。

☆
「
ロ
バ
の
会
」
絵
画
展
開
催

八
月
十
五
円
か
ら
二
十
日
ま

で
三
宮
・
さ
ん
ち
か
広
場
に
て

「
第
十
二
回
ロ
バ
の
会
絵
而

展
」
（
氷
上
新
一
代
表
）
が
開

催
さ
れ
た
。
二
紀
会
員
宮
地
孝

さ
ん
（
月
見
山
美
術
研
究
所
）

の
と
こ
ろ
へ
絵
の
勉
強
に
き
て

い
た
人
た
ち
の
親
睦
会
が
ロ
バ

の
会
の
き
っ
か
け
と
た
っ
た
の

だ
が
、
三
十
七
年
の
第
一
回
以

来
毎
年
作
品
展
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
「
現
在
で
は
ロ
バ
で
は

た
く
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
と
し
て
活

動
し
」
（
氷
上
さ
ん
）
、
「
よ
う

や
く
ロ
バ
で
は
な
く
駿
馬
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
」
（
宮
地
さ

｢ チンバン博士の動物記」

動
物
た
ち
の
姿
を
と
お
し
て

一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
や
さ

し
い
、
い
た
わ
り
の
心
を
動
物

た
ち
に
対
し
て
持
っ
て
も
ら
え

れ
ば
、
さ
ら
に
、
こ
れ
が
ヒ
ト
の

世
界
に
も
通
じ
た
な
ら
と
願
い

つ
つ
こ
の
動
物
記
を
記
し
た
と

前
書
き
で
も
書
い
て
い
る
亀
井

さ
ん
、
動
物
を
愛
す
る
心
が
ペ

ー
ジ
ご
と
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

動
物
た
ち
の
動
き
を
と
ら
え
た

あ
る
。
新
泉
社
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
束
京

八
一
二
’
一
六
六
二
）
刊
。
四

六
判
上
製
二
四
六
ペ
ー
ジ
。
六

百
八
十
円
。

☆
「
チ
ン
パ
ン
博
士
の
動
物
記
」

亀
井
一
成
さ
ん
が
本
を
発
行

サ
イ
の
初
体
験
、
ラ
イ
オ
ン

対
ト
ラ
の
王
座
決
定
戦
、
ク
マ

実
の
子
で
も
食
い
殺
す
理
由
、

カ
バ
は
ウ
ン
チ
で
縄
張
り
…
・
・
・

祥
伝
社
ノ
ン
・
ブ
ッ
ク
か
ら
八

月
に
発
刊
さ
れ
た
「
チ
ン
パ
ン

博
士
の
動
物
記
」
は
本
誌
動
物

園
飼
育
日
記
で
お
な
じ
み
の
王

子
動
物
園
学
芸
員
の
亀
井
一
成

さ
ん
著
作
。

美
術

ガ
イ
ド
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ス
タ
ー
・
ミ
ニ
ッ
ト
・
ク
イ
ッ

ク
・
サ
ー
ビ
ス
〃
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
が
神
戸
大
丸
一
Ｆ
靴
売
場

に
お
目
見
え
。

西
独
を
中
心
に
世
界
出
力
国

一
五
○
○
カ
所
に
チ
ェ
ー
ン
網

を
も
つ
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
こ
の

コ
ー
ナ
ー
、
ド
イ
ツ
人
技
師
の

手
で
素
早
く
正
確
に
出
来
る
の

で
論
神
戸
っ
子
に
好
評
を
博
し

て
い
る
。

つ
の
か
考
え
て
見
た
い
。

そ
れ
が
特
に
地
方
自
治
体

が
賞
を
設
定
す
る
場
合
に
限

っ
て
み
れ
ば
、
地
域
社
会
と

文
化
の
結
び
つ
き
を
非
常
に

明
確
に
で
き
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

地
域
と
文
化
と
い
う
こ
と

は
、
一
見
ほ
と
ん
ど
何
の
つ

な
が
り
も
な
い
よ
う
に
見
ら

れ
勝
ち
で
あ
る
。

実
際
、
す
ぐ
れ
た
文
化
は

地
域
を
越
え
た
存
在
で
あ
る

よ
う
だ
。
全
国
的
左
評
価
が

な
け
れ
ば
、
た
だ
地
域
だ
け

の
彩
り
に
過
ぎ
な
い
格
好
に

な
っ
て
し
ま
う
。

亀
井
さ
ん
自
身
の
手
に
よ
る
写

真
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
た

い
へ
ん
楽
し
い
本
だ
。
二
百
三

十
二
ペ
ー
ジ
。
四
百
三
十
円
。

☆
九
、
十
月
ノ
イ
エ
の
い
え

「
す
つ
ば
だ
か
の
ま
ち
」

道
化
座
ノ
イ
エ
の
い
え
九
、

十
月
例
会
が
毎
週
土
曜
日
午
後

六
時
半
か
ら
、
日
曜
日
一
時
半

か
ら
柳
筋
の
ノ
イ
ェ
の
い
え
ホ

ー
ル
で
催
さ
れ
て
い
る
。

「
す
つ
ば
だ
か
の
ま
ち
」
は

束
淵
修
さ
ん
の
詩
集
「
釜
が

崎
」
「
釜
が
崎
の
土
」
を
も
と

に
、
中
村
茂
隆
さ
ん
の
椎
成
に

よ
る
も
の
．
’
一
人
の
酔
払

い
が
店
の
前
で
寝
て
い
ま
し

た
。
二
人
の
男
が
向
う
の
方
か

ら
や
っ
て
来
ま
し
た
〃
ど
な
い

し
た
ん
や
、
こ
な
い
に
酔
う
て

し
も
て
。
し
っ
か
り
し
い
や
お

☆
文
化
賞
の
功
用

こ
の
秋
神
戸
市
も
漸
く
文

化
賞
を
設
定
し
た
。
神
戸
で

は
文
化
ホ
ー
ル
の
大
・
中
ホ

ー
ル
が
完
成
し
、
そ
れ
も
こ

れ
も
神
戸
の
文
化
淀
と
っ
て

大
き
な
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て

い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
こ
う
い
っ
た
文

化
賞
が
ど
う
い
う
意
味
を
も

花時計

っ
さ
ん
〃
と
い
い
な
が
ら
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
介
抱
し
だ
し

ま
し
た
。
だ
け
ど
彼
ら
の
手
が

い
つ
の
ま
に
か
酔
払
い
の
腹
に

巻
い
て
あ
る
時
計
に
ポ
ケ
ッ
ト

に
し
の
び
よ
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
の
ま
に
か
パ
ン
ツ
一
枚
に

た
っ
て
し
ま
っ
た
お
っ
ち
ゃ
ん

が
〃
あ
あ
す
ず
し
い
て
え
え
き

も
ち
や
″
と
い
っ
て
も
う
一
度

寝
漆
お
し
童
し
た
ｌ

構
成
・
音
楽
／
中
村
茂
隆
、

出
演
／
阿
木
五
郎
、
須
永
克
彦

皆
川
修
一
・

☆
〃
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
ニ
ッ
ト
・

ク
イ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
〃

神
戸
に
登
場

靴
の
カ
カ
ト
の
張
り
か
え
、

合
鍵
、
鉄
・
ナ
イ
フ
の
刃
と
ぎ

ｅ
ｔ
ｃ
が
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に

や
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
〃
ミ

ミスター・ミニツト・
クイック・サービス

【
○
団
両
面
○
の
弓

’
4４

★
画
家
の
中
西
勝
御
夫
妻
は
、
十
月
に

日
本
へ
帰
っ
て
く
る
と
の
お
便
り
が
あ

り
ま
し
た
。

☆
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
新
館
（
取

締
役
会
長
堀
田
庄
三
・
社
長
山
本
孝
）

城
、
九
月
二
十
九
日
（
大
阪
市
北
区
玉

江
町
二
丁
目
一
）
に
オ
ー
プ
ン
開
業
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
と
ご
案
内
が
あ
り

ま
し
た
。

★
バ
レ
リ
ー
ナ
の
上
月
倫
子
さ
ん
の
、

御
幸
ピ
ル
バ
レ
エ
研
究
所
（
地
下
）
に

直
通
電
話
○
七
八
（
二
五
一
）
三
九
四

八
、
六
階
の
住
宅
六
○
三
号
室
に
○
七

八
（
二
二
一
）
四
六
○
一
が
つ
き
ま
し

た
。☆

「
人
生
は
八
十
歳
か
ら
の
会
」
が
、

九
月
十
六
日
生
田
新
道
Ｋ
Ｃ
Ｂ
ピ
ル
５

階
ぶ
－
げ
ん
で
開
か
れ
、
八
十
歳
を
迎

え
た
白
子
恵
美
さ
ん
（
お
方
さ
ん
人
形

の
制
作
者
）
を
囲
ん
で
、
明
治
の
歌
、

明
治
の
回
想
を
、
中
崎
初
子
さ
ん
、
小

畑
雛
子
さ
ん
が
、
母
の
長
寿
を
祝
っ
て

と
秋
の
一
日
を
過
さ
れ
ま
し
た
。
白
子

さ
ん
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

☆
十
月
一
日
セ
リ
ザ
ワ
（
芹
沢
利
雄
社

長
）
は
創
業
七
十
周
年
を
迎
え
て
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
大
宴
会
場
で
記
念

披
露
を
腿
く
と
ご
案
内
が
あ
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
差
す
。

☆
へ
ヤ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
マ
サ
ル
ｃ
ニ

シ
ム
ラ
さ
ん
は
、
こ
の
夏
、
神
戸
市
生

田
区
下
山
手
通
三
丁
目
四
四
ノ
ー
宝
ピ

ル
二
Ｆ
電
話
○
七
八
（
三
九
一
）
一
二

一
八
に
ビ
ュ
ー
テ
ィ
パ
ー
ラ
ー
八
女
性

の
館
Ｖ
ま
さ
る
を
開
か
れ
、
個
性
美
学

に
基
づ
い
た
“
彫
刻
カ
ッ
ト
“
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
、
美
し
い
髪
づ
く

り
を
し
よ
う
と
ほ
り
き
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

☆
ク
ラ
ブ
小
万
の
岩
本
起
代
子
さ
ん
の

長
女
孝
子
さ
ん
が
十
月
十
日
、
生
田
神

社
会
館
で
中
西
信
機
さ
ん
と
ご
結
婚
さ

れ
ま
し
た
。
タ
カ
ち
ゃ
ん
お
め
で
と

』
ク
ノ
。

し
か
し
、
文
化
は
地
域
と

深
い
密
着
、
か
か
わ
り
あ
い

を
確
か
に
も
っ
て
い
る
。

京
都
に
は
千
年
の
伝
統
を

も
つ
古
都
ら
し
い
文
化
が
、

大
阪
に
も
町
人
文
化
の
心
意

気
の
よ
う
な
文
化
が
な
く
は

な
い
。
神
戸
に
は
、
個
々
に

は
明
確
な
指
摘
は
で
き
な
く

と
も
、
や
は
り
、
神
戸
ら
し

い
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
文

化
が
、
そ
れ
も
ハ
イ
カ
ラ
な

伝
統
に
根
ざ
し
た
文
化
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
独
自
の
文
化

が
昇
揚
さ
れ
る
と
き
、
こ
こ

に
は
つ
ら
つ
と
し
た
神
戸
が

期
待
で
き
る
の
で
あ
る
（
Ｙ
）

〈
訂
正
〉
神
戸
っ
子
九
月
号
中
川
衣
裳
店
の

広
告
で
電
話
蕃
号
は
三
三
一
－
七
五
二
四

五
三
三
三
の
誤
り
で
し
た
。
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1４５

灘
浄蒲息

ブ リリアント
音楽教室

幼児から大人まで、巾広いレパー
トリーでレッスンするハモンドと
ピアノの音楽教室。

月曜日
水曜日
金曜日

ハモンド
ピアノ

ハモンド

午後１時
Ｉ

６時迄

●神戸市生田区下山手通３丁目４４
井上ピル２Ｆ

ブリリアント音楽教室
ＴＥＬＯ７８〈３２１〉０５８９

秋です
ケーキがおいしい. ノ
ホームメードの味ローヤル

'鐘［
神戸三宮生田東門筋
ＴＥＬ、３３１－５６２８
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ＡＵＴＵＭＮ ＫＯＢＥ

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0

～

葎
蕊
喋
涌

鮪, ､ 久手
本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
狐
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
知
）
顕
師
両
翠
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

営業時間
Ａ､Ｍ,11.30～Ｐ｡Ｍ9.00

神戸三宮生田ノ社ノ西電話( 3 3 1 ) ０９３５
S ＨＯＰＰＩＮＧ

や
っ
ぱ

む
さ
し

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／

愚
蕊
》

で
ん
わ
．
知
’
三
七
七

弧
’
○
六
三

卿
’
○
六
三
五四一

1４８

り
う
ま

の
と
ん
か
つい

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ＡＵＴＵＭＮＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

’

鯵

三宮・大丸北
トァ・ロード
331 - 1 3 0 9 . 6 2 4 3

お
も
，
ち
や
の

一
一
宮
方
面
で
の
お
賀
鍋
物
は
，
・

さ
ん
ち
か
店
フ
ァ
ミ
リ
ダ
ウ
ン
卿
４
０
４
５

三
宮
店
セ
ン
タ
ー
街
改
装
の
ｆ
め
休
蕊
中

元
町
．
方
面
で
の
お
買
物
は
…

元
町
店
元
町
通
３
丁
目
山
冊
洲
０
０
９
０

パ
ン
ブ
ウ
店
元
町
通
１
丁
目
不
二
家
前
釧
０
７
６
８

‘

1４７

赤
ヌ
ヤ

太田龍甲店額末積製

額橡絵画・洋画材料
室内エ芸品

議擢; 篭顛鱈

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

ー

高級紳士服専門店

戸テーラ神

さんちかメンズタウンＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 3 8 8
生田区北長狭通2 ( 阪急西口) ＴＥＬ( 3 3 1 ) 2 8 1 7 . 3 1 7 3
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い

｛
ず
●
二
》
だ

１
４８

月
が
、
ふ
た
つ
に
見
え
た
。

糸
の
よ
う
に
細
く
て
、
ど
こ
か
頼
り
な
い
。
そ
の
や
せ
た
姿

が
、
東
門
筋
の
ネ
オ
ン
越
し
に
揺
れ
て
い
る
。

（
ち
ょ
っ
と
飲
み
す
ぎ
た
か
た
）

と
な
み
た
か
し

戸
波
峻
は
、
右
肩
に
乗
せ
て
い
た
背
広
の
上
衣
を
左
へ
移
す

と
、
け
だ
る
そ
う
に
小
さ
な
ア
ク
ビ
を
呑
み
こ
ん
だ
。

午
前
零
時
を
回
っ
て
い
る
。
潮
の
ひ
く
よ
う
に
、
盛
り
場
を
流

れ
る
足
は
急
い
で
い
た
。

小
走
り
に
、
舗
道
を
蹴
る
ヒ
ー
ル
の
音
が
近
づ
い
た
。
暖
か
い

体
温
が
、
ぐ
っ
と
寄
り
添
う
。

可
あ
－
あ
、
間
に
あ
っ
た
Ｌ

息
を
は
ず
ま
せ
て
、
ユ
カ
は
戸
波
を
見
上
げ
た
。
ふ
っ
く
ら
と

形
の
い
い
胸
の
隆
起
が
、
大
き
く
息
づ
い
て
い
る
Ｉ
。

新
連
載
小
説
→
〉
生
き
る
証
し
葉
月

え
・
小
西
保
文彪

「
は
じ
め
て
ね
、
戸
波
さ
ん
が
誘
っ
て
く
れ
は
っ
た
ん
。
ど
ん

な
風
の
吹
き
回
し
か
し
ら
」

ど
こ
か
ア
力
抜
け
し
な
く
て
、
鵬
で
は
ひ
ど
く
無
口
な
ホ
ス
テ

ス
だ
が
、
時
折
り
み
せ
る
笑
顔
は
、
は
っ
と
す
る
ほ
ど
暖
か
い
。

の
め
り
こ
む
よ
う
に
酒
に
溺
れ
て
い
た
今
夜
。
ゆ
き
つ
け
の
バ

ー
の
片
す
み
で
ユ
カ
の
え
く
ぼ
を
視
線
に
入
れ
る
と
、
か
す
か
に

心
が
た
ど
ん
だ
。
営
業
用
の
厚
ぼ
つ
た
い
笑
顔
の
中
か
ら
、
た
め

ら
う
こ
と
な
く
ユ
カ
を
選
ん
だ
。

（
こ
の
娘
と
な
ら
、
も
う
少
し
気
分
の
い
い
酒
が
飲
め
る
か
も

し
れ
な
い
）

甘
っ
た
れ
て
る
な
、
と
自
分
で
も
思
う
。

し
か
し
、
無
性
に
飲
み
た
い
。
夜
が
明
け
る
ま
で
で
も
、
派
休

が
な
く
な
っ
て
も
い
い
…
…
。

亀
禰
仙

郎
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「
新
聞
記
者
っ
て
商
売
は
、
え
ら
く
孤
独
な
も
ん
だ
よ
Ｌ

新
聞
社
に
入
社
し
た
当
Ⅱ
、
先
誰
の
ひ
と
り
か
ら
さ
り
げ
な
く

い
わ
れ
た
言
葉
が
、
十
年
た
っ
た
い
ま
も
胸
底
に
突
き
刺
さ
っ
て

い
る
。い

や
、
日
常
に
追
わ
れ
て
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
の
が
、
こ
の

と
こ
ろ
急
に
頭
を
も
た
げ
て
き
た
、
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

神
戸
支
局
に
転
勤
し
て
き
て
か
ら
、
も
う
五
年
に
た
る
。
そ
の

歳
月
の
積
み
重
ね
と
は
う
ら
は
ら
に
、
仕
事
と
い
っ
た
ら
一
体
な

に
が
残
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ラ
ン
プ
な
ど
で
は
な
い
。

新
聞
と
は
な
に
か
、
新
聞
記
者
の
生
き
甲
斐
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
し
ょ
せ
ん
は
、
仙
人
の
行
為
や
業
績
を
か
す
め
と
っ
て
き

て
、
好
き
勝
手
に
書
き
つ
ら
ね
て
い
る
だ
け
。
お
よ
そ
非
生
産
的

左
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
シ
ン
（
書
く
機
械
）
に
過
ぎ
な
い
の
で
は

Ｏ
む
な
し
さ
が
深
ま
る
ば
か
り
の
妄
」
の
ご
ろ
。

ど
う
し
よ
う
も
意
い
い
ら
だ
ち
１
．

そ
ん
な
戸
波
を
支
局
長
の
石
津
が
呼
び
つ
け
た
の
は
、
き
ょ
う

の
、
も
う
夕
暮
れ
に
近
い
こ
ろ
だ
っ
た
。

「
ま
あ
、
す
わ
れ
よ
」

突
っ
立
っ
て
い
る
戸
波
に
椅
子
を
す
す
め
る
と
、
支
局
長
は
じ

っ
と
彼
を
み
つ
め
た
。
ま
る
で
、
心
の
奥
を
し
－
ん
と
の
ぞ
き
こ

む
よ
う
な
冷
た
い
視
線
だ
っ
た
。

人
望
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
仕
事
を
離
れ
た
と
き

の
、
夜
の
遊
び
つ
ぶ
り
や
私
生
活
の
面
倒
見
の
よ
さ
で
、
支
局
長

は
一
部
の
部
下
た
ち
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
。
人
の
よ
い
〃
お
や
じ

さ
ん
″
み
た
い
な
面
も
あ
っ
た
。

が
、
こ
と
仕
事
に
つ
な
が
る
こ
と
で
は
、
そ
の
強
引
さ
、
横
柄

さ
、
威
丈
高
に
な
る
と
こ
ろ
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
戸
波
は
好

き
に
な
れ
な
い
。

そ
ん
な
嫌
悪
感
が
表
情
に
出
た
。

「
む
つ
か
し
い
顔
を
し
と
る
な
あ
Ｌ

視
線
を
一
瞬
の
う
ち
に
な
ご
ま
せ
る
と
石
津
支
局
長
は
タ
バ
コ

を
く
わ
え
た
。
そ
し
て
、
火
を
つ
け
な
い
ま
ま
で
言
葉
を
続
け
た
。

「
仕
事
が
あ
る
ん
や
。
ひ
と
つ
、
君
が
キ
ャ
ッ
プ
と
い
う
か
、

中
心
に
な
っ
て
取
組
ん
で
も
ら
い
た
い
の
や
Ｌ

来
た
な
、
と
戸
波
は
身
構
え
る
。
ノ
ル
マ
め
い
た
も
の
以
外
の

仕
事
の
と
き
、
い
つ
も
こ
ん
な
調
子
の
注
文
左
の
だ
。
言
葉
は
柔

か
い
が
、
有
無
を
い
わ
さ
ぬ
響
き
が
こ
も
っ
て
い
る
。

「
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
す
か
Ｌ

可
う
む
」

視
線
を
虚
空
に
泳
が
せ
た
ま
ま
一
呼
吸
お
く
と
、
支
局
長
は
ま

る
で
独
り
ご
と
の
よ
う
に
つ
づ
け
た
。

可
兵
庫
製
鉄
に
対
す
る
公
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
と
い
え
ば
、
一

番
わ
か
り
い
い
か
た
。
と
に
か
く
、
あ
そ
こ
の
煙
、
降
下
ぱ
い
じ

ん
は
ひ
ど
い
。
東
神
戸
の
公
害
源
の
大
半
は
、
あ
の
製
鉄
所
と
い

っ
て
い
い
や
ろ
。
ま
あ
、
こ
っ
ち
は
、
市
民
の
健
康
を
守
る
と
い

う
立
場
で
や
な
、
あ
の
煙
が
少
し
で
も
た
く
た
る
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
と
書
い
て
い
こ
う
、
と
い
う
こ
と
や
Ｌ

７
し
か
し
…
…
Ｌ

思
わ
ず
、
制
止
す
る
言
葉
が
口
に
出
た
。

兵
庫
製
鉄
は
、
全
国
的
に
も
五
指
に
入
る
大
手
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
。
い
わ
ん
や
神
戸
で
は
、
最
大
の
企
業
と
し
て
産
業
界
に
君
臨

し
て
い
る
。
下
請
け
の
会
社
だ
け
で
も
二
百
社
を
越
え
る
は
ず

だ
。新

聞
社
の
一
支
局
が
、
そ
ん
な
マ
ン
モ
ス
基
幹
産
業
に
弓
を
引

い
て
み
て
も
、
し
ょ
せ
ん
は
カ
マ
キ
リ
の
斧
に
す
ぎ
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
読
者
、
つ
ま
り
住
民
だ
っ
て
、
ど
の
程
度
つ
い
て

’
4９

「
お
そ
く
な
っ
て
も
い
い
か
い
Ｌ

生
田
新
道
へ
出
た
と
こ
ろ
で
一
応
聞
い
て
み
る
。
ユ
カ
の
微
笑

が
か
え
っ
て
き
た
。

「
う
れ
し
い
。
お
酒
で
も
何
で
も
、
つ
き
合
う
わ
」

同
じ
猪
年
生
れ
で
、
ひ
と
回
り
違
う
と
い
っ
て
い
た
か
ら
二
十

三
歳
だ
ろ
う
か
。
舗
道
で
見
る
ユ
カ
は
、
そ
れ
よ
り
も
若
く
、
ひ

ど
く
あ
ど
け
な
い
感
じ
さ
え
す
る
。

タ
ク
シ
ー
を
停
め
る
と
、
戸
波
は
「
花
隈
へ
」
と
運
転
手
に
伝

え
て
い
た
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



よ
・
そ
ん
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
む
な
し
玄
や
も
…
…
Ｌ

「
お
れ
は
、
ま
だ
一
年
半
や
け
ど
な
Ｌ

そ
う
い
う
と
、
こ
の
中
年
の
支
局
長
は
ど
こ
か
く
す
ぐ
っ
た
そ

う
な
表
情
で
、
よ
う
や
く
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
た
。

き
て
く
れ
る
か
…
…
。

昭
和
四
十
尺
年
初
秋
１
．

公
害
に
対
す
る
世
論
の
風
哨
り
は
、
ま
だ
微
々
た
る
も
の
だ
っ

た
。
静
岡
。
富
士
市
の
製
紙
工
場
が
流
す
ヘ
ド
ロ
に
対
し
て
、
よ

う
や
く
住
民
や
新
聞
が
声
を
上
げ
は
じ
め
た
こ
ろ
な
の
だ
。

「
そ
ん
な
記
事
、
書
い
て
み
て
も
、
な
に
ほ
ど
の
効
果
が
あ
る

ん
で
す
か
。
第
一
、
取
材
だ
っ
て
、
相
手
の
壁
が
厚
く
て
、
と
て

つ
も
な
く
む
つ
か
し
い
で
す
よ
Ｌ

桁
い
っ
ぱ
い
突
っ
か
か
っ
て
み
せ
る
。
い
つ
も
の
支
局
長
な

ら
、
こ
こ
で
血
相
を
変
え
る
か
、
了
も
う
い
い
よ
し
と
払
い
の
け

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

だ
が
、
石
津
は
相
変
ら
ず
焦
点
の
定
ま
ら
な
い
視
線
を
空
に
流

し
た
ま
ま
、
言
葉
を
つ
づ
け
た
。

『
君
は
神
戸
へ
来
て
か
ら
も
う
五
年
や
ろ
。
左
あ
、
こ
の
辺

で
、
君
や
な
い
と
で
き
ん
仕
事
を
や
っ
て
み
よ
か
、
と
い
う
気
に

た
れ
よ
Ｌ

材
を
し
て
も
、
原
稿
を
本
社
へ
送
っ
た
と
た
ん
〃
や
め
と
け
〃
と

上
か
ら
つ
ぶ
さ
れ
る
ん
と
違
い
ま
す
か
。
広
告
部
も
黙
っ
て
ま
へ

く
な
に
な
っ
た
。

り
、
と
い
う
理
く
つ
は
成
り
立
た
ん
の
や
な
い
か
な
」

了
い
や
、
成
り
立
ち
ま
す
Ｌ

可
成
り
立
た
ん
Ｌ

や
や
と
が
っ
た
口
調
に
な
っ
た
が
、
支
局
長
の
目
元
は
か
す
か

に
笑
っ
て
い
た
。
そ
の
微
笑
が
、
支
局
長
の
決
意
の
深
さ
を
示
す

よ
う
に
見
え
た
。

て
し
も
て
る
こ
と
を
す
る
の
が
大
好
き
な
性
分
や
ね
ん
Ｌ

「
支
局
長
は
そ
れ
で
い
い
で
し
ょ
う
け
ど
ね
、
や
ら
さ
れ
る
わ

れ
わ
れ
が
迷
惑
で
す
よ
」

騎
虎
の
勢
い
で
あ
る
。

い
い
過
ぎ
た
か
な
、
と
心
の
底
で
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
が
、

舌
は
止
ま
ら
な
い
。

「
ぼ
く
は
ね
え
、
新
聞
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
そ
の
も
の
に
疑
問
を

持
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
交
通
問
題
、
あ
れ
だ
け
書
い
て
事
故
が
ち

ょ
つ
と
で
も
減
り
ま
し
た
か
ｃ
黒
い
霧
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
っ
て
そ

う
や
。
書
い
た
あ
と
の
選
挙
を
み
た
ら
、
汚
職
議
員
の
大
半
が
ま

た
巧
選
し
て
た
や
な
い
で
す
か
Ｌ

「
だ
か
ら
兵
庫
製
鉄
の
公
害
退
治
も
意
味
が
た
い
。
参
加
お
断

「
他
人
が
む
な
し
い
と
思
う
こ
と
、
効
果
な
ん
か
な
い
と
決
め

し
か
し
、
い
や
、
だ
か
ら
こ
そ
戸
波
の
心
は
、
い
っ
そ
う
か
た

「
第
一
で
す
ね
え
、
こ
ん
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
企
画
た
て
て
取

可
五
年
も
い
た
か
ら
こ
そ
、
町
の
事
情
が
よ
』
フ
わ
か
る
ん
で
す

１
５０
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獅
音
と
と
も
に
、
輪
抵
機
が
回
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
新
聞
紙
が
い
っ
た
ん
宙
に
舞
い
、
そ

の
ま
ま
群
を
な
し
て
戸
波
に
襲
い
か
か
る
。

何
か
に
つ
ま
づ
い
て
倒
れ
た
上
へ
、
新
聞
が
容
赦
左
く
な
だ
れ

落
ち
た
。

埋
ま
る
。
息
が
苦
し
い
。

突
然
輪
転
機
霞
で
が
鱒
に
舞
い
、
噸
上
に
降
っ
て
く
る
１
．

自
分
の
う
め
き
声
で
目
が
さ
め
た
。

（
夢
だ
っ
た
の
か
）

見
知
ら
ぬ
部
屋
で
あ
る
。

割
れ
る
よ
う
に
う
ず
く
頭
を
か
か
え
て
見
同
す
。

部
屋
の
す
み
の
畳
に
、
若
い
女
が
眠
っ
て
い
た
。
体
に
か
け
た

ん
や
ろ
Ｌ

「
戸
波
／
Ｌ

は
じ
め
て
声
が
荒
れ
た
。

な
に
か
い
い
出
そ
う
と
し
た
唇
が
、
そ
の
ま
ま
閉
じ
ら
れ
て
、

あ
と
は
肱
の
底
に
爆
発
し
そ
う
な
怒
り
が
に
じ
ん
で
い
る
…
…
。

そ
れ
を
敏
感
に
み
て
と
る
と
、
戸
波
は
か
す
か
に
う
ろ
た
え

た
。
上
司
を
怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
で
は
な
い
。

（
上
か
ら
っ
蕊
さ
れ
る
ｌ
そ
れ
恋
、
実
憾
支
婦
長
脚
身
も
内

心
一
番
お
そ
れ
て
い
る
の
だ
）

確
信
に
似
た
も
の
が
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
。

組
織
に
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
派
閥
が
あ
る
。
石
津
支
局
長

が
、
編
集
の
主
流
で
あ
る
本
社
の
編
集
局
長
や
社
会
部
長
と
は
別

ラ
イ
ン
の
、
い
わ
ば
反
主
流
に
属
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
若

い
支
局
員
た
ち
の
常
識
に
な
っ
て
い
た
。

「
も
う
い
い
。
ま
あ
、
一
両
日
、
考
え
て
み
て
く
れ
。
こ
の
企

面
に
は
君
が
必
要
だ
と
、
お
れ
は
思
っ
て
る
の
や
Ｌ

そ
れ
だ
け
い
う
と
、
支
局
長
は
背
を
向
け
て
い
た
。
声
は
、
意

外
に
や
さ
し
い
。
が
、
そ
の
や
さ
し
さ
に
孤
独
の
影
を
み
た
想
い

だ
っ
た
。

猿
に
か
い
わ
た
け
れ
ば
Ｉ
そ
う
気
付
い
た
と
意
、
支
局
長
の

背
中
は
支
局
か
ら
浦
え
て
い
た
。

赤
い
毛
布
か
ら
、
童
女
の
よ
う
な
白
い
足
が
の
ぞ
い
て
い
る
。

座
騨
と
ん
を
枕
が
わ
り
に
し
た
、
あ
ど
け
な
い
寝
顔
Ｉ
。

（
ユ
カ
だ
。
と
す
る
と
、
こ
こ
は
ユ
カ
の
部
屋
ら
し
い
な
）

ユ
カ
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
、
赤
い
花
模
様
の
ふ
と
ん
を
戸
波
は

独
占
し
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。

花
隈
で
、
し
た
た
か
水
割
り
を
流
し
こ
み
、
さ
ら
に
布
引
の
サ

パ
ー
ク
ラ
ブ
ヘ
乗
り
こ
ん
だ
ま
で
は
覚
え
て
い
る
。

夕
方
の
支
局
長
の
顔
や
声
に
挑
戦
す
る
か
の
よ
う
に
、
ウ
イ
ス

キ
ー
を
あ
お
っ
た
。
勝
っ
た
の
か
負
け
た
の
か
、
あ
る
い
は
一
人

相
撲
だ
っ
た
の
か
。

ユ
カ
は
終
始
お
だ
や
か
だ
っ
た
。
視
線
が
あ
う
と
、
あ
の
暖
か

い
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
た
。
無
口
な
の
が
有
難
か
っ
た
…
…
。

そ
の
あ
と
、
ど
う
し
て
こ
こ
へ
転
が
り
こ
ん
だ
の
か
。

小
さ
左
目
覚
ま
し
時
計
が
五
時
を
指
し
て
い
る
。

枕
元
の
水
差
し
に
手
を
の
ば
し
た
。
つ
づ
け
て
二
杯
、
灼
け
る

よ
う
な
胃
袋
に
水
を
流
し
こ
ん
だ
。

う
あ
、
起
き
は
っ
た
ん
Ｌ

コ
ッ
プ
の
音
で
目
が
さ
め
た
の
だ
ろ
う
、
ユ
カ
が
む
っ
く
り
と

半
身
を
起
こ
し
た
。

急
い
で
毛
布
で
足
を
覆
う
と
、
一
一
シ
と
微
笑
し
て
み
せ
た
。

「
小
さ
い
ふ
と
ん
で
、
ご
め
ん
な
さ
い
ね
Ｌ

「
い
や
、
い
ろ
い
ろ
迷
惑
か
け
た
よ
う
や
な
Ｌ

「
う
う
ん
、
ち
っ
と
も
。
ユ
カ
、
と
て
も
た
の
し
か
っ
た
わ
Ｌ

ス
リ
ッ
プ
の
上
に
急
い
で
ブ
ラ
ウ
ス
を
羽
織
る
と
、
ユ
カ
は
立

っ
て
台
所
で
湯
を
わ
か
し
は
じ
め
た
。

六
畳
一
間
と
流
し
台
だ
け
の
粗
末
な
ア
パ
ー
ト
だ
。
楽
屋
裏
も

ま
る
見
え
で
あ
る
。

可
す
ぐ
、
お
茶
入
れ
る
わ
。
夜
明
け
の
コ
ー
ヒ
ー
ね
Ｌ

そ
の
ま
ま
寝
た
ら
し
い
、
ス
カ
ー
ト
の
し
わ
が
目
立
っ
た
。
そ

の
、
い
っ
そ
う
短
か
く
な
っ
た
ス
カ
ー
ト
か
ら
伸
び
た
太
も
も
が

ひ
ど
く
戸
波
の
心
を
く
す
ぐ
る
。

「
ユ
カ
ち
ゃ
ん
、
お
い
で
Ｌ

な
に
か
ご
用
？
と
問
い
た
げ
な
表
情
で
ユ
カ
が
近
づ
く
。
そ

れ
を
待
ち
兼
ね
て
手
首
を
つ
か
む
。
引
き
寄
せ
る
。

１
５
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< １０Ｊ」吟ｆ杵＞

☆グラビア「女の四季」尚寓沙T ・
〃 「万葉記」⑦ﾉ と養孝
〃 「AlldHisLadies」

火断り, ｆ
〃 「新鋭‘I j E真家競作腿」
〃 「私の散歩ji当[」

ジヤン・メルオー､ 石川忠､ 山村済
☆特集ＣＬＵＢ＆ＢＡＲ

〃随想マイユートピア
ーサンチカ８周年一

☆連載対談⑳蝿玉
☆商売の最前線「福井ダンス店」
☆激動のアラブを行く⑪

イラク（下）林展彦
☆｢ 織田作之助伝」⑳大谷晃一
☆｢ 大阪物語｣ ②小出檎喧/ ｲ 横悦夫
☆｢ 競馬酔狂伝」③新橋遊肖
☆この人この時棟方志巧
田原富ｆ高林陽一／| ﾐ 広真樹了

「
好
き
か
Ｌ

答
え
ず
に
ユ
カ
は
戸
波
の
胸
に
頬
を
埋
め
た
。
そ
の
ま
ま
の
姿

勢
で
、
目
を
い
つ
ぱ
い
に
開
い
て
見
上
げ
る
。
ま
ば
た
き
一
つ
せ

ず
に
…
…
。

の
ど
が
か
わ
い
て
い
る
。
心
も
カ
サ
カ
サ
に
か
わ
い
た
ま
ま
だ
。

少
し
ず
つ
大
き
く
な
る
あ
え
ぎ
に
抗
し
き
れ
ず
に
、
ユ
カ
が
か

す
か
に
唇
を
開
い
た
。

腕
に
力
を
こ
め
て
、
そ
の
唇
を
唇
で
覆
っ
た
。
わ
ず
か
に
抵
抗

し
た
あ
と
、
ユ
カ
は
す
ぐ
腕
を
、
し
て
き
た
。

「
乱
暴
に
、
し
な
い
で
ね
Ｌ

恥
ず
か
し
そ
う
に
告
げ
る
と
、
こ
ん
ど
は
Ⅱ
を
閉
じ
て
顔
を
胸

に
埋
め
た
。

ま
る
で
幼
女
を
詩
せ
か
え
る
母
親
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
ユ

カ
の
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
を
外
し
て
ゆ
く
。

賎
後
の
も
の
が
脱
ぎ
常
ち
た
と
き
、
ユ
カ
は
両
手
で
顔
を
覆
っ

た
。朝

が
、
カ
ー
テ
ン
の
す
ぐ
外
ま
で
忍
び
寄
っ
て
い
る
。
そ
の
Ⅱ
い

光
の
中
で
ユ
カ
の
小
麦
色
の
肌
は
優
し
く
湿
り
を
帯
び
て
い
た
。

小
さ
な
感
動
が
戸
波
を
揺
さ
ぶ
る
。

静
か
に
、
ま
る
で
く
す
ぐ
る
よ
う
に
、
そ
の
肌
を
愛
撫
す
る
。

杵
筋
か
ら
胸
に
か
け
て
く
ち
づ
け
を
繰
り
返
す
。

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
形
の
よ
い
乳
首
に
触
れ
る
と
、
ユ

カ
は
あ
あ
と
声
を
洩
ら
し
た
。

こ
み
あ
げ
て
く
る
術
動
に
あ
わ
せ
て
、
応
波
は
ユ
カ
を
引
き
寄

せ
て
い
た
。
静
か
に
肌
を
合
わ
せ
た
。

小
刻
み
な
震
え
が
止
ま
っ
た
。

「
ユ
カ
」

さ
さ
や
く
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。

答
え
る
代
り
に
足
を
か
ら
ま
せ
て
き
た
。

「
好
き
よ
、
：
．
：
．
ず
っ
と
好
き
や
っ
た
わ
」

愛
な
ど
と
い
う
高
梁
は
、
も
う
何
年
も
前
の
過
去
へ
慣
去
り
に

し
て
き
た
戸
波
で
あ
る
。

ユ
カ
は
雌
に
行
き
つ
け
の
バ
ー
の
ホ
ス
テ
ス
に
過
ぎ
ぬ
。
行
き

ず
り
の
男
と
女
の
よ
く
あ
る
話
と
片
付
け
て
も
不
自
然
で
は
な

い
。
（
そ
う
。
今
夜
は
た
だ
、
生
き
て
い
る
証
し
が
無
性
に
欲
し
い
）

「
好
き
Ｌ
と
い
う
科
白
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
の
よ
う
に
受
け
と
め
な
が
ら
、
ユ
カ
の
体
を
ま
さ
ぐ
る
。

そ
こ
は
す
で
に
、
戸
波
を
待
ち
受
け
て
い
た
。
優
し
く
、
や
が

て
荒
し
く
、
ふ
た
り
は
一
つ
に
な
っ
た
。

予
想
し
た
通
り
覇
ユ
カ
は
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。
戸
波
を
迎

え
入
れ
る
と
、
い
っ
そ
う
燃
え
さ
か
っ
た
。

帝
所
の
綴
わ
か
し
が
、
昔
を
立
て
て
沸
き
か
え
っ
て
い
る
Ｉ
。

’
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☆新しい関西を創造する総合雑誌

オール関西

■
Ⅱ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ

月刊オール関西編集部
大阪市北区梅ケ枝８０梅新束ピル７F
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1５３

品

フラメンコの店

ブルーーリボン ＤＲｌＮＫＩＮＧ

スタンド

さんプラザ
生田区三宮町１
霞3 2 1 - 3 2 9 1

蕗
加納町３丁目交差点西2 0 米上ル

雪2 4 1 - 8 6 7 9

神戸の山手、加納町にフラメンコの店、ブルーリポンがある。情熱的なカス
タネットをかき鳴らす音とフラメンコのリズム、そして、ステージに目を移せ
ば、マスターのギター伴奏による目にも彩やかなフラメンコ舞踊。この素晴し
い舞踊が見られるのは、金順臼の夜､ ８：００．９：００．１０：００の三同. 、
飲み物は、スペインのセリー酒（ワイン）が藍3 5 0 、軽食としてトルテージ
（オムレツ）が要4 0 0 など、いろいろある。
今年６月１日に1 6 周年をむかえたプルーリポンは、安心して気慨に行けるフ
ラメンコムードいっぱいの店である。
営業時間ＰＭ６：００～ＡＭ１２：００（第３日曜は休み）

第１回関西フラメンコ
ギターフェスティバル
日時１０月2 1 日（日）

午後６時
場所兵庫県民会館
主催プルーリボン
フラメンコ愛好会

フラメンコギター教室
火咽・金曜・臼咽の
ＰＭ３ｇ００～６：００

初心者歓迎

｣ - 1 1 （さんプラザ地下）

三宮のド真中、さんプラザ地醗にスタンド蕗がある・夜ともなれば、場所が
ら、オフィス帰りのピジスマンで店はいつぱいになる。こじんまりとした店だ
が、ゆったりとくつげる雰潤気が何よりもうれしい。この店の自悩は、熱物を
色々と料理して出せること。グラスを傾けながら手づくりの味を楽しむには、
これからの季節は最適。心のこもったサービスと、カウンタ－からきさくに話
しかけるステキな女性とで、時間のたつのがとても速く感じる。そんな居心地
の良い店である。また、典には小部屋があり、談話室に利用できるので便利。
水割（オールド）4 0 0 円、ボトル（オールド）6 , 0 0 0 円、（スコッチ) 8 , 0 0 0 円、
つき出しは3 0 0 円から色々とある。
営業時間ＰＭ４：００～ＰＭ１１：００（節３ﾉ 1 雌は休み）

『鳥光上 ー

バーグＩ
カスカード」

三ｺ１， バロン
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